
第
六
二
回
大
阪
府
連
大
会
は
七
月
三

一
日
、
三
九
名
が
参
加
し
て
社
会
福
祉

指
導
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
副
会
長
が
開
会
宣
言
と
物
故
者

に
黙
祷
。
議
長
に
石
井
（
堺
）
平
澤

（
西
支
部
）
両
氏
を
選
出
し
、
渡
辺
会

長
挨
拶
で
大
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

来
賓
の
日
本
共
産
党
・
参
議
院
議
員
・

辰
巳
孝
太
郎
さ
ん
、
コ
リ
ア
協
会
大
阪

事
務
局
長
の
永
井
忠
司
さ
ん
、
日
中
友

好
協
会
・
兵
庫
県
連
会
長
の
前
田
清
さ

ん
の
三
氏
か
ら
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

次
い
で
中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総

領
事

劉

毅
仁
さ
ん
（
二
面
）
、
大
阪

帰
国
者
セ
ン
タ
ー
理
事

辻
本
各
義
さ

ん
、
銘
心
会
南
京

松
岡

環
さ
ん
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
や
各
種
報
告
提
案
が
あ
り
、
質

疑
応
答
の
あ
と
大
会
議
案
・
会
計
報
告

な
ど
を
採
択
、
新
役
員
を
選
出
し
、
大

会
宣
言
の
提
案
と
採
択
、
小
林
徳
子
副

会
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

会
長

渡
辺
武
、
副
会
長

小
林
徳
子
、

山
本
恒
人
、
理
事
長

松
尾
豊
、
副
理

事
長

片
山
英
徳
、
事
務
局
長

澤
野

井
公
夫
、
事
務
局
次
長

近
藤
好
幸
、

常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
、
恒
岡
正
勝
、

石
井
勉
、
平
松
悦
雄

大
会
で
の
発
言
は
一
〇
名
、

浅
田
勝
美
（
堺
支
部
）
河
本
正
道
（
直

属
）
稲
田
雪
男
（
西
支
部
）
一
芝
竹
夫

（
直
属
）
平
松
悦
雄
（
西
支
部
）
栗
山

俊
子
（
東
大
阪
支
部
）
高
木
茂
年
（
守

口
支
部
）
中
村
健
二
（
門
真
支
部
）
中

尾
和
世
（
直
属
）
坂
手
日
登
美
（
東
大

阪
支
部
）

発
言
概
要
は
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

大
会
宣
言
で
は
、

『
組
織
の
強
化
拡
大
を
め
ざ
し
た
、
２

０
１
３
年
以
降
の
取
組
み
の
成
果
が
実
感

で
き
、
会
員
数
に
お
い
て
も
こ
の
一
年
間

で
取
組
み
行
事
を
通
じ
て
日
中
友
好
運
動

に
加
わ
る
人
た
ち
は
年
間
一
〇
〇
名
を
超

え
、
五
五
名
の
純
増
と
な
る
増
勢
の
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
「
望
郷
の
鐘
」
「
ソ
満

国
境
十
五
歳
の
夏
」
の
映
画
上
映
活
動
、

六
月
一
九
日
の
堺
で
の
長
谷
川
テ
ル
朗
読

劇
再
演
の
と
り
く
み
、
北
東
ア
ジ
ア
の
旅

や
中
国
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
交
流

活
動
、
支
部
活
動
の
五
原
則
に
基
づ
く
着

実
な
実
践
、
苦
労
、
新
し
い
支
部
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
や
決
意
が
語
ら
れ
、

四
〇
周
年
を
迎
え
る
太
極
拳
普
及
活
動
、

定
例
研
究
会
活
動
な
ど
、
多
彩
な
活
動
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
を
と
お
し
て
日
中
友
好
運
動
に
確

信
を
持
ち
、
「
外
に
打
っ
て
出
る
」
活
動

を
広
げ
て
い
け
ば
、
日
中
友
好
運
動
に
共

感
す
る
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
不

再
戦
平
和
の
誓
い
を
基
本
に
し
た
日
中
両

国
民
の
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
、
両

国
民
の
信
頼
関
係
の
醸
成
と
両
国
関
係
の

改
善
を
実
現
さ
せ
る
力
で
あ
る
こ
と
へ
の

発
言
に
確
信
を
深
め
ま
し
た
。

今
大
会
の
討
議
を
と
お
し
て
深
め
た
確

信
を
、
学
習
を
基
礎
に
、
府
民
の
中
国
へ

の
関
心
に
応
え
る
多
彩
な
活
動
、
そ
の
保

障
と
な
る
支
部
づ
く
り
を
進
め
、
さ
ら
に

大
阪
で
は
、
暮
ら
し
破
壊
の
お
お
さ
か
維

新
政
治
と
の
闘
い
を
強
め
る
決
意
を
あ
ら

た
に
し
ま
し
た
』
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七
月
二
〇
日
（
水
）
西
支
部
き
り

え
講
習
会
は

団
扇
を
創
り
ま
し
た
。

図
柄
は
き
り

え
講
師
の
近
藤

さ
ん
が
、
猛
暑

を
少
し
で
も
、

涼
し
く
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
感
じ
の

も
の
を
考
え
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。慣

れ
た
手
つ

き
で
金
魚
な
ど

夏
の
絵
柄
を
次
々

と
カ
ッ
タ
ー
で

き
っ
て
、
団
扇
に
張
り
付
け
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

い
つ
も
よ
り
少
な
い
参
加
者
で

し
た
が
す
ば
ら
し
い
出
来
栄
え
で

す
。
初
心
者
に
も
講
師
の
稲
田
さ

ん
が
、
い
ろ
い
ろ
解
説
し
な
が
ら

丁
寧
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

夏
の
き
り
え

講
習
会

会
員
増
加
で
迎
え
た
府
連
大
会

学
習
を
基
礎
に
多
彩
な
活
動
を

府連通信

八
月
二
日
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
平
和

と
友
好
の
旅
、
中
国
・
朝
鮮
・
ロ
シ

ア
国
境
地
帯
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

三
団
体
共
催
で
三
〇
名
が
現
地
ガ
イ

ド
の
案
内
で
長
白
山

へ
登
っ
て
き
ま
し
た
。

頂
上
の
天
池(

写
真)

め
ざ
し
て
中
国
各
地

と
韓
国
か
ら
来
る
す

ご
い
人
の
群
れ
で
、

ど
こ
で
も
一
時
間
以

上
行
列
に
並
ん
で
バ

ス
で
移
動
し
ま
す
。

当
日
は
ピ
ー
ク
で
三

万
名
が
押
し
寄
せ
、
昼
ご
ろ
に
は
入

山
規
制
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
・
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
の
三
国
が

見
え
る
防
川
の
タ
ワ
ー
、
望
海
閣
か

ら
国
境
地
帯
を
眺
め
ま

し
た
。
川
の
向
か
い
は

北
朝
鮮
、
山
を
は
さ
ん

で
ロ
シ
ア
が
見
え
ま
す
。

国
境
と
は
思
え
な
い
緑

豊
か
な
静
か
な
風
景
で

す
。
北
朝
鮮
と
の
国
境

に
あ
る
友
誼
大
橋
で
は
、

中
ほ
ど
に
あ
る
国
境
ま

で
歩
い
て
ゆ
き
ま
し
た
。

平
和
の
旅

三
国
国
境
か
ら
長
白
山
へ

大
会
宣
言

抜
粋

新
役
員
を
選
出
（
敬
称
略
）



訃

報

府
連
参
与

梅
川
勉
さ
ん
（
九
五
才
）

七
月
一
日
死
去

真
野
生
道
さ
ん
（
六
七
才
）

七
月
五
日
死
去

元
大
阪
府
連
事
務
局
員
、
滋
賀
県
支
部

結
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

野
口
政
廣
さ
ん
（
九
七
才
）

八
月
二
日
死
去

大
阪
府
連
顧
問
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七
月
二
四
日(

日)

午
後
二
時
か
ら

日
中
府
連
文
化
教
室
で
、
定
例
研
究

会
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
」

を
マ
ル
ク
ス
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

論
の
第
一
人
者
、
田
畑
稔
氏
を
講
師

に
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
後
藤
安
男
さ
ん
の
、

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

語
に
出
会
っ
た
の
は
一
昨
年
一
月
の

定
例
研
究
会
で
し
た
。
テ
キ
ス
ト

「
『
現
存
社
会
主
義
』
は
社
会
主
義

か
」
（
大
谷
禎
之
介
）
は
こ
の
語
を

用
い
て
マ
ル
ク
ス
の
未
来
社
会
の
特

質
を
述
べ
て
お
り
、
討
論
は
こ
の
語

を
め
ぐ
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
で
は
初
め
て
聞
く

言
葉
、
し
か
し
な
が
ら
、

一
般
社
会
で
か
な
り
普
通

に
使
わ
れ
て
も
い
る
言
葉
。

私
は
よ
く
は
分
か
ら
ぬ
ま

ま
に
も
、
大
き
な
関
心
を

残
し
ま
し
た
。

今
回
、
定
例
研
究
会
の

講
師
は
、
１
９
９
４
年
に

「
マ
ル
ク
ス
と
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
を
（
２
０
１
５
年
に
同
増

補
版
を
）
上
梓
さ
れ
た
田
畑
稔
先
生
。

大
変
に
贅
沢
で
刺
激
に
満
ち
た
学
習

会
で
し
た
。

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
語
・

概
念
は
マ
ル
ク
ス
の
未
来
社
会
の
非

常
に
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
「
隠
さ
れ
て
」
し
ま
っ

た
。
そ
の
理
由
は
い
く

つ
か
あ
る
が
「
ソ
連
型

社
会
主
義
」
を
経
由
し

た
Ｍ
Ｌ
主
義
だ
っ
た
こ

と
が
決
定
的
。
し
か
し

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
論

は
「
ソ
連
型
社
会
主
義
」

を
批
判
す
る
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
理

論
と
実
践
こ
そ
今
日
の

安
倍
政
治
暴
走
の
事
態

を
把
握
し
、
対
抗
力
で

陣
地
を
確
保
し
拡
大
し
て
闘
う
た
め

の
核
心
的
テ
ー
マ
で
あ
る
、
と
し
て

わ
が
国
の
現
状
と
課
題
、
そ
れ
に
対

す
る
考
え
を
国
際
情
勢
に
も
言
及
し

つ
つ
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
論
の
全

体
像
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

刺
激
的
で
、
考
え
る
力
・
勇
気
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

府
連
大
会
へ
の
祝
辞
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す

８月２１日(日)１４：００～

上六・たかつ

ガーデン(２階コスモスＢ)

Ⅰ．４・２４講演の質問に答えて

Ⅱ．サハリン残留朝鮮人の生涯

中国定例研究会

講演会

「古代史の頂点 兵馬俑の謎を解く」
講師 来村多加史先生（阪南大教授）
９月９日（金）10：15～ 大阪国労会館

一階会議室 ＪＲ環状線天満駅下車徒歩三分

参加費 1000円（親子、夫婦は割引）

「始皇帝と大兵馬俑」特別展
特別展参加者は、講演会終了後、各自で

食事を済ませ、展示会場（中之島 国立国

際美術館）で、２時に現地集合となります。

入場料1300円（20名以上団体料金）

募集５０名（先着順） ８月３１日〆切

申込・問い合わせは、日中大阪府連まで

第三回中国百科検定実施特別企画

「始皇帝と大兵馬俑」展
鑑賞と講演会のご案内

本
日
は
日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪

府
連
合
会
第
六
二
回
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
私
は
中
国
駐
大
阪
総
領
事

館
を
代
表
し
、
衷
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

中
日
両
国
は
古
く
か
ら
政
治
・
経

済
・
文
化
・
教
育
等
、
各
方
面
に
お

い
て
活
発
な
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
侵
略
戦
争
に
よ
り
両

国
関
係
は
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
徹

底
的
な
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
問
題

が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
両
国
関
係
と

両
国
民
の
感
情
の
発
展
は
そ
の
影
響

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
両
国
政
府
と
友
好
団
体
及

び
有
志
者
の
共
同
努
力
の
も
と
で
、

中
日
関
係
は
次
第
に
回
復
し
つ
つ
あ

り
、
両
国
の
経
済
交
流
と
人
的
往
来

は
日
に
日
に
緊
密
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
平
和
の
成
果
は
得
が
た
い

も
の
で
あ
り
、
両
国
民
は
そ
れ
を
大

切
に
し
、
平
和
と
発
展
の
歴
史
的
流

れ
に
乗
り
、
共
に
中
日
友
好
が
更
な

る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
積

極
的
に
推
進
す
べ
き
で
す
。

日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪
府
連
合

会
は
設
立
以
来
、
中
国
言
語
文
化
講

座
を
開
催
し
、
訪
中
団
を
派
遣
し
、

平
和
友
好
理
念
を
呼
び
か
け
る
等
を

通
じ
、
様
々
な
友
好
活
動
を
行
い
、

中
日
国
民
の
相
互
理
解
を
深
め
、
中

日
平
和
と
民
間
友
好
促
進
の
た
め
に

積
極
的
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
機
を
借
り
て
、
渡
辺
武
会
長

及
び
会
員
の
皆
様
が
長
年
に
わ
た
り

ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
中
日
平
和
友
好
の
た
め
に
お
力
を

注
ぎ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。結

び
に
あ
た
り
、
日
本
中
国
友
好

協
会
大
阪
府
連
合
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
渡
辺
武
会
長
は
じ
め
会
員
の

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

中
華
人
民
共
和
国

駐
大
阪
総
領
事

李

天
然

二
〇
一
六
年
七
月
吉
日

大
阪
府
連
合
大
会
へ
二
六
団
体
か

ら
祝
辞
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
中
国
総
領
事
李
天
然
様
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。


